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【 請 求 項 １ 】
　 温 度 に よ っ て 可 逆 的 に 透 明 性 あ る い は 発 色 性 を 変 化 さ せ て 可 視 画 像 を 表 示 お よ び 消 去 可
能 な 記 録 層 を 有 す る 可 逆 性 記 録 媒 体 に お い て 、 前 記 記 録 層 に 下 記 一 般 式 〔 Ｉ 〕 で 表 さ れ る
9,19－ ジ オ キ サ ジ ナ フ ト － ［ 3,2,1－ de;3,2,1－ OP］ ペ ン タ セ ン 系 誘 導 体 を 含 有 し た こ と
を 特 徴 と す る 可 逆 性 記 録 媒 体 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中 、 環 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ お よ び Ｅ は 任 意 の 置 換 基 を 有 し て い て も よ く 、 ま た 環 Ａ ， Ｂ ，
Ｃ ， Ｄ お よ び Ｅ の い ず れ に 対 し て も 、 更 に 環 が 縮 合 し て い て も よ い 。 Ｘ お よ び Ｙ は 各 々 独
立 に 、 酸 素 原 子 、 硫 黄 原 子 、
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
ま た は Ｎ － Ｃ ≡ Ｎ （ 但 し Ｒ お よ び Ｒ ’ は 各 々 独 立 に 、 水 素 原 子 ま た は 任 意 の 置 換 基 を 表 す
） を 表 す が 、 Ｘ お よ び Ｙ の う ち 少 な く と も 一 方 は 酸 素 原 子 以 外 の 基 を 表 す 。 Ｚ お よ び Ｚ ’
は 各 々 独 立 に 、 酸 素 原 子 、 硫 黄 原 子 、 ま た は － Ｎ Ｒ ’ ’ － （ 但 し Ｒ ’ ’ は 水 素 原 子 ま た は
任 意 の 置 換 基 を 表 す ） を 表 す 。 ）
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